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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年11月11日(2021.11.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
１００重量部のエラストマーを基にして（ｐｈｒ）、
　（Ａ）５０～１００ｐｈｒの、６５～９５パーセントのシス－１，４結合ブタジエン由
来反復単位と、４～３０重量パーセントのビニル－１，２結合ブタジエン由来反復単位と
、そして５重量パーセント以下のトランス－１，４結合ブタジエン由来反復単位とを含み
、Ｔｇが－８０～－１０５℃の範囲である第一のポリブタジエンゴム；
　（Ｂ）５０ｐｈｒまでの、９５パーセントを超えるシス－１，４含量と－８０～－１１
０℃の範囲のＴｇを有する第二のポリブタジエン、天然ゴム、及び９５重量パーセントを
超えるシス－１，４含量と－５０～－８０℃の範囲のＴｇを有する合成ポリイソプレンか
らなる群から選ばれる少なくとも一つのゴム；
　（Ｃ）２０～７０ｐｈｒの、ＩＰ３４６法による測定で３重量パーセント未満の多環芳
香族含量を有するプロセスオイル；及び
　（Ｄ）５０～１５０ｐｈｒの、カーボンブラック及びシリカからなる群から選ばれるフ
ィラー、ここでフィラーの過半量はシリカである；
を含む加硫可能ゴム組成物を特徴とするトレッドを有する空気入りタイヤ。
【請求項２】
第一のポリブタジエンが、８５～９５パーセントのシス－１，４結合ブタジエン由来反復
単位と、５～１５重量パーセントのビニル－１，２結合ブタジエン由来反復単位と、そし
て３重量パーセント以下のトランス－１，４結合ブタジエン由来反復単位とを含むことを
特徴とする、請求項１に記載の空気入りタイヤ。
【請求項３】
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オイルが、ＭＥＳ油、ＴＤＡＥ油、重ナフテン系油、ＳＲＡＥ油及び植物油からなる群か
ら選ばれることを特徴とする、請求項１に記載の空気入りタイヤ。
【請求項４】
加硫可能ゴム組成物が、５０～１３０ｐｈｒのシリカを含むことを特徴とする、請求項１
に記載の空気入りタイヤ。
【請求項５】
加硫可能ゴム組成物が、６０～９０ｐｈｒの第一のポリブタジエン、及び１０～４０ｐｈ
ｒの、第二のポリブタジエン、天然ゴム、及び合成ポリイソプレンからなる群から選ばれ
る少なくとも一つのゴムを含むことを特徴とする、請求項１に記載の空気入りタイヤ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　加硫可能ゴム組成物は、シリカとカーボンブラックの両方を合わせて約５０～約１５０
ｐｈｒの濃度で含みうるが、その過半量は好ましくはシリカである。
　他のフィラーもゴム組成物に使用できる。例えば、超高分子量ポリエチレン（ＵＨＭＷ
ＰＥ）などの粒子状フィラー、米国特許第６，２４２，５３４号；第６，２０７，７５７
号；第６，１３３，３６４号；第６，３７２，８５７号；第５，３９５，８９１号；又は
第６，１２７，４８８号に開示されているような粒子状ポリマーゲル、及び米国特許第５
，６７２，６３９号に開示されているような可塑化デンプン複合フィラーなどであるが、
これらに限定されない。
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